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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

畠　

貞
一
郎
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
）

海
打
ち
を
継
続
す
る
た
め
の
事
業
者
と
の
協
議

■質
落
合
浜
は
多
く
の
学
生
た
ち
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
海
打
ち
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
無
二
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
沿

岸
で
洋
上
風
力
発
電
設
備
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
事
業
者
、
法
定
協
議
会
で
交
渉
を
行
え
な
い
の
か
。

■答
平
成
17
年
か
ら
始
ま
っ
た
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年

恒
例
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
、
全
国
各
地
の
大
学
生
を

中
心
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ

ト
の
海
打
ち
は
全
国
的
に
実
施
で
き
る
場
所
が
少
な
い
た
め
、

学
生
た
ち
の
日
頃
の
研
究
成
果
を
試
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
事
業
者

が
選
定
さ
れ
た
際
は
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
対
策

■質
国
に
お
い
て
も
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
は
、
雇
用
、

経
済
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
影
響
を
与
え
る
。
市
と
し
て
人
口

減
少
対
策
に
関
わ
る
横
断
的
な
部
署
を
組
織
編
制
で
き
な
い

の
か
。

■答
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
各
種
施
策
に
分
野
横
断
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
人
口
減
少
対
策

に
関
わ
る
分
野
に
つ
い
て
は
人
口
政
策
・
移
住
定
住
推
進
室

に
お
い
て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
人
口

減
少
が
進
む
中
で
も
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

旧
崇
徳
小
な
ど
の
臨
時
合
宿
所
の
設
置

○

人
口
減
少
に
よ
る
小
・
中
学
校
の
統
廃
合

○

大
雨
被
害
の
抜
本
的
対
策

一 般 質 問

　

市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
市
議
会
に
関
す
る
質
問
項
目

を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

能
代
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
じ
て
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
本
会
議
の

ラ
イ
ブ
・
録
画
中
継
や
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
委
員
会

の
傍
聴
を
行
う
な
ど
の
取
組
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
議
会
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
。（
選
択
は
２

つ
ま
で
。
構
成
比
は
回
答
者
７
６
９
人
に
対
す
る
割
合
の
た

め
、
合
計
値
は
１
０
０
％
に
な
り
ま
せ
ん
。）

１
位　

市
民
の
意
見
を
広
く
聴
く
取
り
組
み
を
充
実
す
る 

	

（
45
・
３
％
）

２
位　

市
政
の
発
展
に
資
す
る
政
策
を
提
案
す
る

	

（
31
・
１
％
）

３
位　

特
に
な
い	

（
26
・
４
％
）

４
位　

条
例
や
予
算
等
の
内
容
が
適
正
か
審
議
す
る

	

（
19
・
０
％
）

５
位　

行
政
の
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る	

（
12
・
２
％
）

６
位　

議
会
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
す
る 

　
　

	

（
10
・
１
％
）

７
位　

無
回
答	

（
３
・
０
％
）

８
位　

そ
の
他	

（
０
・
９
％
）

市
民
意
識
調
査
結
果

安
岡　

明
雄

希
望

認
知
症
に
関
す
る
条
例
を
検
討
す
る
時
期
で
は

■質
２
年
後
に
約
６
７
５
万
人
が
認
知
症
と
推
定
さ
れ
る
中
、

認
知
症
基
本
法
が
成
立
し
た
。
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
や
個

性
を
尊
重
し
て
、
支
え
な
が
ら
生
き
て
い
く
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
条
例
制
定
を
目
指
す
の
が
重
要
で
は
な
い
か
。

■答
認
知
症
へ
の
対
応
は
市
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

認
知
症
施
策
の
推
進
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
認
知
症
の
人
や
家
族
、
関
係
者
等
か
ら
広
く
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況

等
も
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改
善
と
教
育
の
質
の
向
上

■質
教
職
員
が
忙
し
く
余
裕
が
な
い
状
態
で
は
、
子
供
た
ち

の
学
び
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
な
目
標
指
標
の
設
定
が
な
い
と
、
勤
務
実
態
の
改
善

と
教
育
の
質
向
上
が
結
び
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

■答
市
教
育
委
員
会
で
は
、
全
教
職
員
の
時
間
外
在
校
等
時

間
を
月
45
時
間
以
内
、
１
年
間
で
３
６
０
時
間
以
内
を
目
標

と
し
て
い
る
。
現
在
、
事
務
や
会
議
時
間
の
削
減
が
期
待
さ

れ
る
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
、

今
後
も
教
職
員
が
子
供
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、

健
康
保
持
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
れ

る
よ
う
、
働
き
方
改
革
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

情
報
伝
達
に
防
災
ラ
ジ
オ
の
取
組
が
有
益
で
は

○

浸
水
被
害
地
区
の
空
き
家
対
応
は
ど
う
か

○

避
難
所
の
猛
暑
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
市
の
考
え
は


